
3

匂

　

。

響
物
つ

掛
ヶ

粕

¨

凍h亥生物 に (与気椎 細ち )か

手とソ込よ久ろ

(埓気1、生紳陽

'

(ラ アノノぐクテク7リ

簑木ス仕竹切|ミ (シ乃′ぐクラリアリ
カヽ 羽嗅り込 ま夕tろ

耳kり込またた (フアノバク`フリアリが'

j暑ネ亥桂呻匂とつく生すろことてい

(4象トネイ本)!て十よって

絶 甲η祭口月乞へYを可ろ。

て
　
ヽ

その後 (凛崎 う勺電)玖核 雄物 ハ、プ乳れます。

②

↓

↓

(割 つ
平り込よれた(汚r子気桂埓ヽB燿 )パヽ

実核牡物 Y求生するミとで
(■卜つンドリァリ tt十よメ

亀■中η力田月包へゝ 造イとする。

4、 竜電
い
(■トコンドリア)功や■

いさる。
2、 そし■∈フアノパクテリア)のよ生により

探線鉢ttった地物茶』肥へとをし


